
化学療法レジメン レジメン名

レジメンの概要

投与量設定（注射）

投与量設定（内服）

診療科名

管理コード インターバル日数 28 （Day1から休薬期間を含めたレジメン有効期間）

Rp 手技・投与経路 用法・その他 癌 薬品名称 用量/単位 Day 1 Day 2-4 ・・・ Day 8 Day 9-11 ・・・ Day 15 Day 16-18 ・・・ Day22 Day23-25

1 点滴静注 ルートkeep用 大塚生食注(100mL瓶) 1瓶 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

時間： フラッシュ用

★ｶﾛﾅｰﾙ,ﾎﾟﾗﾗﾐﾝ内服

(ｴﾌﾟｷﾝﾘ投与30-120分前までに)★

2 点滴静注 ﾃﾞｷｻｰﾄ注射液6.6mg 2.5瓶 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

時間：15分 生理食塩液PL｢ﾌｿｰ｣50mL 1瓶

3 点滴静注 大塚生食注(100mL瓶) 1瓶 ○ ○ ○ ○

時間：30分

4 皮下注射 ※調製手順①を参照 ● ｴﾌﾟｷﾝﾘ注 0.16mg/body ○

時間： 生理食塩液 0.968mL

5 皮下注射 ※調製手順②を参照 ● ｴﾌﾟｷﾝﾘ注 0.8mg/body ○

時間： 生理食塩液 0.85mL

6 皮下注射 ● ｴﾌﾟｷﾝﾘ注 48mg/body ○ ○

時間：

内服 ｶﾛﾅｰﾙ 650-1000mg/day ○ ○ ○ ○

時間： ﾎﾟﾗﾗﾐﾝ 2mg/day

【血】エプコリタマブ《2ステップ漸増》(1クール目) 申請医

200170

点滴時間

血液

再発又は難治性の大細胞型B細胞リンパ腫(びまん性大細胞型B細胞リンパ腫,高悪性度B細胞リンパ腫,原発性縦隔大細胞型B細胞リンパ腫),

地方独立行政法人　新小山市民病院

※CRS軽減策としてエプキンリ投与前24時間に降圧薬の中断を考慮する。(1クール目のみ)

ｶﾛﾅｰﾙ(ｱｾﾄｱﾐﾉﾌｪﾝ) 650-1000mg/day(day1,8,15,22)、ﾎﾟﾗﾗﾐﾝ(d-ｸﾛﾙﾌｪﾆﾗﾐﾝﾏﾚｲﾝ酸塩)2mg/day(day1,8,15,22)

ﾃﾞｷｻｰﾄ(ﾃﾞｷｻﾒﾀｿﾞﾝ) 16.5mg/body(day1-4,8-11,15-18,22-25)

ｴﾌﾟｷﾝﾘ(ｴﾌﾟｺﾘﾀﾏﾌﾞ) 0.16mg/body(day1)0.8mg/body(day8)48mg/body(day15,22)、

再発又は難治性の濾胞性リンパ腫(Grade3B)

※調整手順①

4mgバイアルより0.8mLを生食4.2mLで希釈し0.8mg/mLの溶液とする

その溶液2.0mLを生食8.0mLで更に希釈し0.16mg/mLの溶液とする

そこから1.0mLを採液する

※調整手順②

4mgバイアルより0.8mLを生食4.2mLで希釈し0.8mg/mLの溶液とする

そこから1.0mLを採液する

初回の48mg投与後48時間（通常Day15以降3日間）は

必ず入院管理とすること


